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第 1章 問 題
第 1節 SNS とは？
SNS とは，「ソーシャルネットワーキングサービスの略で，登録された利用者同士が交流できる Web サイトの
会員サービスのこと」である（中尾，2016）。SNS を利用することで，個人間の意思疎通が促進され，社会的な
結びつきを構築することが容易となる（森・名取，2018）。代表的な SNS として，LINE, Twitter, Instagram, Face­
book 等が挙げられており，情報発信・発言はせず，他人の書き込みや発言等の閲覧しか行わない利用者の割合は
書き込みなど情報発信を行う利用者よりも多いという結果も報告されている（総務省，2018）。また，総務省
（2018）によると，SNS の利用率は，2012年の 41.4％から 2016年の 71.2％まで上昇しており SNS の利用が社会
に定着してきたことがうかがわれた。年代別では，20代は 2016年に 97.7％がいずれかのサービスを利用してお
り，この世代では SNS が各個人と一体ともいえる媒体となっている。













前 田 彩 花
要約：近年，SNS の利用率の増加に伴い，SNS 疲れという現象が注目されている。本研究では SNS
疲れによって引き起こされるネガティブ感情について不安・抑うつ・孤独感・対人関係の不安定さの
観点から検討することを目的とし，SNS を使用している女子大学生を対象に質問紙調査を実施した。
SNS の使用状況，能動的 SNS 疲れ（注目獲得，自己抑制，嫌われ回避），受動的 SNS 疲れ（劣等
感，義務感，情緒不安定）を説明変数とし，不安・抑うつ・孤独感・対人関係の不安定さを目的変数
としたパス解析を行った。その結果，適合指標度は χ2＝7.326，（df＝12, p＝.835），GFI＝.990, AGFI
＝.946, RMSEA＝.000, AIC＝1115.326と，モデルの適合が確認された。このモデルから，能動的 SNS
疲れ（注目獲得，嫌われ回避）が孤独感と抑鬱・不安，受動的 SNS 疲れ（劣等感，義務感）が抑












求が高い人は Twitter や Instagram を利用する傾向があり，低い人は利用しない傾向がみられたことが明らかにさ
れている。
総務省（2015）では，SNS 上でのトラブル経験の有無について調査した結果，年代別に見ると年代が下がる程




第 3節 SNS 疲れとは？









信者の間の誹謗中傷や見知らぬ者からの接近などの SNS によるネガティブ経験を体験することで，SNS 発信で
はなくても否定的感情を抱くことにつながる可能性があることを明らかにされている。中尾（2016）では，大学




















第 2章 方 法
調査対象者：18～24歳の SNS を利用している女子大学生約 200名を対象とし，143部のデータを収集した。そ











（1）フェイスシート：学年，年齢，利用している SNS, SNS の使用時間，SNS の使用頻度を選択する項目を設け
た。








（4）改訂 UCLA 孤独感尺度：Russell, Peplau, Cutrona（1980）によって作成された，単次元的に孤独感を捉えて
おり測定項目において孤独という表現を避けている・状況的立場から孤独感を捉えているという 3つの特徴から
Figure 1 仮説のパス図デザイン
























動的 SNS 疲れ（注目獲得，自己抑制，嫌われ回避），受動的 SNS 疲れ（劣等感，義務感，情緒不安定）を説明変
数とし，不安・抑うつ・孤独感・対人関係の不安定さを目的変数としたパス解析を行った。





まず，SNS の使用時間と使用頻度の割合を算出した。SNS のアプリについては，LINE と Twitter と Instagram
の組み合わせを使用している人が多く，単独では，LINE の利用率が 99％と，一番多く利用されていることが分
かった。このことから，LINE は現代の若者にとってコミュニケーションツールの主流であることが推測された。
SNS アプリの利用率と SNS アプリの組み合わせの利用率の結果については，Figure 2, Figure 3に示した。
SNS の使用時間は，「3時間以上」が 47％，「2時間以上」が 23％，「1時間以上」が 18％と，3時間以上 SNS
を使用している人が多いことが分かった。例えば，通学や休み時間などに連絡を取ったりブログを投稿または閲
覧するなど，SNS に多く時間を使っていることが推測された。SNS の使用時間を表した結果を，Figure 4に示し
た。
SNS の使用頻度（アクセス回数）については，「1日に 5回以上」が 87％，「1日に 3～4回」が 11.3％，「1日
に 1～2回」が 2％となった。この結果から，1日に何度も SNS をアクセスすることが現代の若者の習慣になっ
ているのではないかと推測された。SNS の使用頻度を表した結果を，Figure 5に示した。






受動的 SNS 疲れ尺度も能動的 SNS 疲れ尺度と同様の分析方法で行った結果，森・名取（2018）の因子解を検
討したところ，再現確認された。尺度の信頼性を検討するためにクロンバックの α 係数を求めたところ，劣等感
（α＝.88），義務感（α＝.73），情緒不安定（α＝.70）であった。受動的 SNS 疲れの因子分析の結果を，Table 2に
示した。
能動的，受動的 SNS 疲れ尺度の 6つの下位尺度の平均値と SD の結果については，Table 3に示した。
改訂 UCLA 孤独感尺度，多面的感情状態尺度，DACS，ソーシャルスキル尺度に主成分分析を行った結果，い
Figure 2 SNS アプリの利用率
Figure 3 SNS アプリの組み合わせの利用率
Figure 4 SNS の使用時間の割合 Figure 5 SNS の使用頻度の割合
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ずれも先行研究通りの 1因子構造とみなせる結果であった。尺度の信頼性を検討するためにクロンバックの α 係
数を求めたところ，改訂 UCLA 孤独感尺度（α＝.92），多面的感情状態尺度（α＝.93），DACS（α＝.95），ソーシ
ャルスキル尺度（α＝.77）と，全ての尺度に高い内的整合性が示された。各尺度得点は，改訂 UCLA 孤独感尺度
は平均値 39.9, SD＝10.0，多面的感情状態尺度は平均値 22.4, SD＝7.56, DACS は平均値 30.4, SD＝10.9，ソーシ
Table 1 能動的 SNS 疲れ尺度の因子分析の結果
Table 2 受動的 SNS 疲れ尺度の因子分析の結果
Table 3 能動的，受動的 SNS 疲れ尺度の下位尺度の尺度得点
４２ 甲南女子大学大学院論集第 19号（2021年 3月）
ャルスキル尺度は平均値 12.7, SD＝3.50となった。各尺度の主成分分析の結果を Table 4, Table 5, Table 6, Table 7
に示した。
Table 5 多面的感情状態尺度の主成分分析の結果
Table 4 改訂 UCLA 孤独感尺度の主成分分析の結果
前田 彩花：SNS 疲れによって引き起こされるネガティブ感情について ４３
3．各尺度間の相関分析








Table 6 DACS の主成分分析の結果
Table 7 ソーシャルスキル尺度の主成分分析の結果
Table 8 各尺度の相関分析の結果
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受＿義務感と抑鬱・不安（r＝.339, p＜.01）に，正の相関がみられ，劣等感が高くなるほど義務感が強くなり，
義務感が高くなるほど孤独感と抑鬱・不安が強くなることが示された。





SNS の使用頻度，能動的 SNS 疲れ（注目獲得，自己抑制，嫌われ回避），受動的 SNS 疲れ（劣等感，義務感，
情緒不安定）を説明変数とし，不安・抑うつ・孤独感・対人関係の不安定さを目的変数としたパス解析を行った。
仮説モデル（Figure 1）から修正を加え，最終的に受容できる結果を得た。適合度指標は，χ2＝7.326，（df＝12, p
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第 4章 考 察
SNS 疲れによって引き起こされるネガティブ感情について不安・抑うつ・孤独感・対人関係の不安定さの観点
から検討することを目的とし，SNS を利用している女子大学生を対象として調査を実施し，各尺度ごとに因子分
析（最尤法，プロマックス回転）と主成分分析と相関分析を行った。SNS 使用状況，能動的 SNS 疲れ（注目獲
得，自己抑制，嫌われ回避），受動的 SNS 疲れ（劣等感，義務感，情緒不安定）を説明変数，不安・抑うつ・孤
独感・対人関係の不安定さを目的変数としたパス解析を行った。













第 2節 受動的 SNS 疲れからネガティブ感情への影響について







年層の SNS の使い方に「世間」に対する考え方が表れるのかを検討した結果，利用者の 44.2％が「SNS を辞め
たい」と思っているなど，SNS 疲れを感じている様子が見取れることを明らかにした。さらに，「世間」からの
逸脱が許されない，取り残されるのではないかと不安に駆らされている可能性が示唆されている。このことから，




















が多いのではないか。適切なストレス発散方法を考えることが，SNS 疲れやネット依存など，様々な SNS 問題
の解決策の 1つではないかと考えられる。
第 4節 SNS 利用による今後の展望
中尾（2016）は，年齢の低い小・中学生においても同様の事態が起きる可能性は十分にあると示唆されており，


















的影響も関連している可能性も考えられる。SNS 疲れを感じたまま SNS を使用すると，抑うつ・不安などを伴
い，身体が重くなるなどの身体症状が生じ，不登校やひきこもり，社会的つながりを閉ざしてしまうこともある
のではないかと考えられる。SNS 疲れを感じたまま SNS を使うと，どのような症状が出るのか（身体がだるい
など）について検討することで，より SNS 疲れについて理解が深まるのではないかと考えられる。
引 用 文 献
Buhrmester, D., Furman, W., Wittenberg, M. T., & Reis, H. T.（1988）. Five domains of interpersonal competence in peer relation-
ships. Journal of Personality and Social Psychology, 55, 991-1008.
石井健一（2011）．「強いつながり」と「弱いつながり」の SNS－個人情報の開示と対人関係の比較－ The“Strong-tied”
SNS and“Weak-tied”SNS: A Comparison Regarding the Disclosure of Personal Information and Personal Relationship. 情報通信
学会誌 Vol.29 No.3 25-36.
植田智明・折原良平・清 雄一・田原康之・大須賀昭彦（2015）．ユーザーの期待する反応に応じたツイート分類 The 29th
前田 彩花：SNS 疲れによって引き起こされるネガティブ感情について ４７
Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence 1-4.
大野志郎（2016）．高校生のネット逃避－抑うつから実害への構造分析 情報通信学会 Vol.34 No.1 1-10.
加藤千枝（2013）．「SNS 疲れ」につながるネガティブ経験の実態－高校生 15名への面接結果に基づいて 社会情報学 第 2
巻 1号 31-43.
加納寛子（2019）．承認欲求とソーシャルメディア使用傾向の関連性 情報教育 Vol.1 pp.18-23.
川端久美子・中田悠理・木谷庸二（2017）．SNS における「いいね」がユーザーに与える心理的影響とその表示方法に関する
研究 日本デザイン学会 デザイン学研究 236-237.
杉原保史・宮田智基（2018）．SNS カウンセリング入門 LINE によるいじめ・自殺予防相談の実際（株）北大路書房．
総務省（2015）．第 2部 ICT が拓く未来社会 第 2節 ソーシャルメディアの普及がもたらす変化（3）SNS 上でのトラブ
ル経験 平成 27年版情報通信白書 2019年 10月検索
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h27/html/nc242230.html
総務省（2018）．第 1部 特集 データ主導経済と社会変革 第 1節 スマートフォン社会の到来（3）SNS がスマホ利用の
中心に 平成 29年版情報通信白書 2019年 10月検索
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc111130.html
総務省（2018）．第 1部 特集 人口減少時代の ICT による持続的成長 第 2節 ICT による「つながり」の現状（1）ソーシ
ャルメディアの利用状況 平成 30年版情報通信白書 2019年 10月検索
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd142210.html




林 香織（2013）．SNS 利用者にとっての「世間」に関する一考察 －大学生の「見られる」意識を事例に－ 江戸川大学紀
要＝Bulletin of Edogawa University（24），275-283, 2014-03.
福井 至（1998）．Depression and Anxiety Cognition Scale（DACS）の開発－抑うつと不安の認知行動モデルの構築に向けて
－．行動療法研究 24（2），57-70.
森 丈弓・名取洋典（2018）．大学生向け能動的・受動的 SNS 疲れ尺度の作成 日本心理研究学会 36（4）pp.409-418.
諸井克英（1991）．改訂 UCLA 孤独感尺度の次元性の検討 人文論集，42 A 23-A 51.
和田 実（1991）．対人的有能性に関する研究－ノンバーバルスキル尺度およびソーシャルスキル尺度の作成－ The Japa-
nese Journal of Experimental Social Psychology, Vol.31, No.1, 49-59.
４８ 甲南女子大学大学院論集第 19号（2021年 3月）
